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■問い合わせ　順正学園　入試広報室（フリーダイヤル　☎０１２０－２５－９９４４）

　　　　　　　

　　成羽病院通信　　　　　　   ■問い合わせ　☎�３１１１

　今回は大腸がんについてお話しします。大腸がんは日本では女性のがんの死亡率の１位を占め、
２０２０年には胃がんを追い越し、肺がんについで２番目に多くなると予想されています。
　このように、大腸がんを発症する人が増えており、まずは検診を受けることが大切です。大腸がんの
検診では便中に血液が混じるかどうかを見ます。簡便な検査ですが、がんが常に
出血するとは限りません。このため、検診での２回の便検査のうちに一度でも出
血があれば大腸カメラによる精密検査を受けるべきだと考えられています。また、
便の検査に異常がなくても、血のつながる人に大腸の病気がある人や、便が細く
なったり急に便秘になったりなどの症状がある人は、大腸カメラを受けることを
お勧めします。大腸がんは早めに見つけると治すことができる病気です。
　気になる人は、お早めにかかりつけ医や医師へご相談ください。

大腸がん検診を受けましょう

吉備国際大学硬式野球部は、創部 24年目にして、中国地区大学野球連
盟一部リーグを初制覇し、中国地区大学野球連盟 21校の代表として第 62
回全日本大学野球選手権大会に初出場を果たしました。
6月 12日に東京ドームで行われた同選手権 1回戦に登場した吉備国際

大学ナインは、首都大学野球連盟代表の日本体育大学と対戦しました。
初出場という緊張からか、初回守備の乱れによりランナーを許し、先取

点を奪われました。しかし、その後はエースの佐原投手が粘り強いピッチ
ングを続け、それに守備陣も応えました。打線も幾度とチャンスをつくるも、
あと 1本を出すことができませんでした。
結果、0対 3で惜しくも涙を飲んだ吉備国際大学ナインですが、夢の舞

台であった全日本大学野球選手権大会に確かな足跡を刻み、元気よくハツ
ラツとしたプレーは、観客に興奮と感動を与えてくれました。
　現在、吉備国際大学ナインは、9月に開幕する秋季リーグに向けて、連日練習に汗を流しています。
リーグ連覇を目標に、立ち止まることなく進む選手たちに、どうか今後ともご声援をよろしくお願い
いたします。　 ▼硬式野球部ホームページ：http://kibibaseball.jp/

硬式野球部　創部24年目で
第62回全日本大学野球選手権大会へ初出場！

成羽病院　内科医師　安井稔博

〇 2011年の死亡数が多い部位は順に
１位 ２位 ３位 ４位 ５位

男性 肺 胃 大腸 肝臓 膵臓
女性 大腸 肺 胃 膵臓 乳房
男女計 肺 胃 大腸 肝臓 膵臓
データ：人口動態統計によるがん死亡データ

あなたのためだけでなく
　大切な人のために

がん検診を
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わ
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ま
た
天
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六
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七
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介
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山
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っ
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よ
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さ
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領
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。
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濫
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。
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よ
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。
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古
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介
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付
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梁
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岡
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あ
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、
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介
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。

　
「
阿
部
」
と
い
う
地
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は
、
川
の
合
流
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点
と
か
、
か
つ
て
の
川
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跡
な
ど
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氾

濫
原
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湿
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（
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。
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「
阿あ

部べ

」
は
、
高
梁
市
落
合
町
の
大
字

地
名
で
、
昭
和
二
九
年
高
梁
市
の
大
字

に
な
り
ま
し
た
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古
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は
川
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郡
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た
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高

梁
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っ
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え
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と
呼
ば
れ
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い
て
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阿
恵
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相
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合
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な
ど
と
書
か
れ
、
い
ず
れ
も
「
落
合
」
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意
味
を
表
す
地
域
名
な
の
で
す
。
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阿
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い
う
地
名
は
、
中
世
の
戦
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代
の
も
の
を
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長
〜
寛
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頃
（
一

地
名
を
あ
る
く
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十
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落
合
町
阿　

部
北山から眺めた高梁川と成羽川の合流地点


